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事業内容

除染
(環境省)

森林整備
（林野庁）

線量測定
（福島県）

※（　）内は実施主体

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
第4四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第4四半期第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期

取りまとめ

上記２事業実施前の空間線量率等の測定
上記２事業実施後の空間線量率等の測定、

測定結果提示、マップの作成

詳細調査・除染範囲決定、除染の実施（民有林の整備後ス 取りまとめ

取りまとめ

国有林の整備（平成29年度以降実施）

危険木の処理、間伐（民有林）

測定結果提示
上記２事業実施中の空間線量率等の測定、

測定結果提示

灌木類を中心とした除伐
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福
島
県
は
県
土
の
７
割
が
森
林
（
そ
の
４
割

は
国
有
林
）
で
、
全
国
有
数
の
森
林
県
で
す
。

そ
こ
で
は
、
多
く
の
人
々
が
森
林
と
と
も
に
暮

ら
し
、
林
業
を
生
業
と
し
て
生
活
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
に
お
い
て
事
故
が
発
生
し
、
広
範

囲
が
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
ま
し
た
。
避
難

指
示
等
の
規
制
区
域
が
設
定
さ
れ
、
森
林
へ
の

立
入
り
も
困
難
と
な
っ
て
、
森
林
整
備
面
積
や

素
材
生
産
量
の
大
幅
な
減
少
、
特
用
林
産
物
の

出
荷
制
限
な
ど
、
地
域
の
林
業
は
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。

福
島
県
の
復
興
に
と
っ
て
森
林
・
林
業
の
再

生
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
、
様
々
な
取

組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成
28
年
３
月
、
政

府
は
、
地
域
の
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

住
居
周
辺
に
あ
っ
て
住
民
が
身
近
に
利
用
し
て

き
た
「
里
山
」
を
再
生
す
る
た
め
、
「
里
山
再

生
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
、
環
境
省
、
復
興
庁
と
い
っ
た
関

係
省
庁
が
連
携
し
、
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
て
、

里
山
の
森
林
除
染
や
間
伐
等
の
森
林
整
備
に
総

合
的
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。
関
東
森
林
管
理

局
で
も
平
成
29
年
度
か
ら
本
格
的
に
、
こ
の
里

山
再
生
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
川
内
村
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る

里
山
再
生
モ
デ
ル
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１

事
業
目
的

か
わ
う
ち
保
育
園
及
び
宮
坂
団
地
周
辺
の
森

林
で
住
民
に
日
常
的
に
利
用
さ
れ
る
場
所
の
除

染
や
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

空
間
線
量
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
放
射
線
量
等
に

関
す
る
情
報
提
供
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

若
者
や
子
育
て
世
代
の
家
族
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２

実
施
主
体

○
除
染
：
川
内
村

○
森
林
整
備
：
民
有
林
部
分
→
川
内
村

国
有
林
部
分
→
磐
城
森
林
管
理
署

○
空
間
線
量
率
の
測
定
（
線
量
マ
ッ
プ
の
作

成
）
：
福
島
県

３

事
業
実
施
期
間
及
び
工
程
表

平
成
28
～
31
年
度

４

モ
デ
ル
地
区
の
概
要

○
位
置
：
福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
下
川
内
字

宮
坂
地
内

か
わ
う
ち
保
育
園
周
辺

○
区
域
面
積
：
約
12
ha
う
ち
森
林
約
８
ha

（
国
有
林
約
５
ha
、
民
有
林
約
３
ha
）

○
地
区
戸
数
：
25
戸
（
宮
坂
団
地
戸
数
）

○
利
用
の
方
向
：
周
辺
森
林
は
、
児
童
や
園

児
の
野
外
活
動
の
場
と
し
て
利
用

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
里
山
再
生
の
取
組

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課
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５

事
業
内
容

（
１
）
森
林
の
除
染

か
わ
う
ち
保
育
園
、
宮
坂
団
地
周
辺
に
お
い

て
、
保
育
園
児
や
住
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る

通
学
路
や
森
林
散
策
等
に
利
用
す
る
森
林
の
除

染
を
実
施
し
ま
す
。

（
２
）
間
伐
等
の
森
林
整
備

民
有
林
部
分
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
安
全

確
保
と
景
観
に
配
慮
し
た
除
伐
、
間
伐
を
実
施

し
ま
す
。

国
有
林
部
分
に
つ
い
て
は
、
ア
カ
マ
ツ
等
の

伐
採
を
行
い
、
伐
採
し
た
木
は
、
福
島
県
が
定

め
た
木
材
生
産
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
事
を

確
認
し
た
上
で
搬
出
し
て
木
材
と
し
て
利
用
し

ま
す
。
表
土
が
流
出
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

は
木
柵
等
の
流
出
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
線
量
マ
ッ
プ
の
作
成

除
染
や
森
林
整
備
の
完
了
後
、
保
育
園
周

辺
の
森
林
の
空
間
線
量
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
放

射
線
量
等
に
関
す
る
情
報
提
供
活
動
を
行
い
ま

す
。里

山
再
生
モ
デ
ル
事
業
は
、
現
在
、
地
域
の

要
望
を
踏
ま
え
て
選
定
さ
れ
た
10
の
モ
デ
ル
地

区
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
東
森
林
管
理
局

で
は
、
今
回
紹
介
し
た
川
内
村
の
ほ
か
、
葛
尾

村
の
村
営
住
宅
団
地
周
辺
で
も
、
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
飯
舘
村
、

南
相
馬
市
、
田
村
市
と
も
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し

な
が
ら
、
被
災
地
の
森
林
林
業
の
本
格
的
な
復

興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
月
の
表
紙

命
を
育
む
ブ
ナ
林
の
紅
葉

（
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
）

朝
日
連
峰
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
地
域
は
、

人
為
の
介
入
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
我
が
国
最

大
規
模
の
ブ
ナ
林
な
ど
、
原
生
的
な
自
然
状

態
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
生
動
物
の
種

類
・
個
体
数
が
豊
富
で
、
生
物
遺
伝
資
源
、

森
林
生
態
系
と
し
て
重
要
な
こ
と
か
ら
、
後

世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

14
年
、
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
が

設
定
さ
れ
ま
し
た
。

秋
、
真
っ
盛
り
。
黄
金
色
に
輝
く
ブ
ナ
林

は
、
落
葉
を
重
ね
、
悠
久
の
歴
史
の
中
で
腐

食
・
分
解
さ
れ
、
微
生
物
を
は
じ
め
と
す
る

命
の
つ
な
が
り
を
繰
り
返
し
、
い
つ
し
か
栄

養
豊
か
な
土
壌
と
な
り
、
地
下
水
を
育
み
、

川
か
ら
海
へ
注
ぎ
ま
す
。

朝
日
連
峰
を
水
源
と
し
、
日
本
海
に
流
れ

る
三
面
川
は
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
た

く
さ
ん
の
サ
ケ
が
遡
上
し
ま
す
。
冬
の
季
節

風
に
晒
さ
れ
旨
味
の
凝
縮
・
熟
成
を
待
つ
塩

引
鮭
は
、
村
上
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｐ
６
参
照
）

き
の
こ
特
集

秋
に
発
生
す
る
き
の
こ

ウ
ラ
ベ
ニ
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
（
食
用
）

（
イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ
科

イ
ッ
ポ
ン
シ

メ
ジ
属
）

九
月
下
旬
か
ら
十
月
中
旬
に
広
葉
樹

林
内
の
地
上
に
群
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
６
cm
か
ら
20
cm
で
灰
色
か
ら

灰
黒
褐
色
で
表
面
に
白
色
の
絹
状
菌
糸

が
密
集
し
ま
す
。
菌
糸
が
剥
が
れ
た
と

こ
ろ
は
指
で
押
し
た
よ
う
な
跡
が
残
り

ま
す
。

ヒ
ダ
は
初
め
白
色
、
後
に
ピ
ン
ク
色

か
ら
肉
色
で
、
柄
の
近
く
で
上
に
切
り

込
ん
だ
や
や
湾
生
で
す
。

柄
は
白
色
で
７
cm
か
ら
12
cm
位
で
白

色
の
ツ
バ
、
ツ
ボ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

採
取
し
た
時
に
根
元
に
は
枯
れ
葉
や

土
は
ほ
と
ん
ど
付
き
ま
せ
ん
。

肉
に
は
多
少
の
苦
み
が
あ
り
ま
す
。

表土流出を防止するための柵の設置アカマツの伐採
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
事
業
に

つ
い
て
幅
広
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
国
有
林

野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
い
く
た
め
、
一
般

公
募
に
よ
る
70
名
の
方
に
国
有
林
モ
ニ
タ
―
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
広
報
誌
や

森
林
・
林
業
に
関
す
る
資
料
を
毎
月
お
送
り
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
意

見
交
換
な
ど
を
行
う
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
31
日
に
栃
木
県
日
光
市

（
日
光
森
林
管
理
署
管
内
）
で
モ
ニ
タ
ー
会
議

を
開
催
し
、
12
名
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
中
、
奥
日
光
の
国
有
林
で
シ

カ
に
よ
る
植
栽
木
や
下
層
植
生
の
食
害
の
状
況
、

シ
カ
の
侵
入
防
止
柵
や
樹
皮
剥
ぎ
防
護
ネ
ッ
ト

等
の
シ
カ
被
害
対
策
を
視
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
鬼
怒
川
温
泉
付
近
の
国
有
林
で
平
成

27
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て

荒
廃
し
た
森
林
の
復
旧
工
事
の
現
場
を
視
察
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
日
光
森
林
管
理
署
の
会
議

室
に
場
所
を
移
し
て
、
最
近
の
森
林
・
林
業
施

策
を
御
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
は
、

・
山
地
災
害
は
、
発
生
直
後
は
報
道
さ
れ
る
が
、

そ
の
後
の
復
旧
事
業
な
ど
の
行
政
の
取
組
は
ほ

と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
。
行
政
側
か
ら
復
旧
の

取
組
を
幅
広
く
情
報
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

・
林
業
の
成
長
産
業
化
に
は
、
低
コ
ス
ト
化
だ

け
で
な
く
、
木
材
を
更
に
有
効
利
用
す
る
た
め

の
研
究
開
発
を
進
め
、
高
く
売
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
を
作
る
こ
と
も
重
要
。

・
ス
ギ
花
粉
症
で
困
っ
て
い
る
。
時
間
は
か
か

る
と
思
う
が
、
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
国
有
林
野

事
業
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
毎
年
、
国
有
林
野

が
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の
会
議
を
管

内
の
各
地
域
ご
と
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各

地
域
の
代
表
市
町
村
長
の
皆
様
に
お
集
ま
り
を

い
た
だ
い
て
、
年
一
回
「
国
有
林
野
等
所
在
市

町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
11
月
16
日
（
木
）
、
東
京
都
千

代
田
区
の
農
林
水
産
省
三
番
町
共
用
会
議
所
に

お
い
て
、
管
内
15
地
域
の
代
表
市
町
村
長
等
に

ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
林
野
庁
か
ら
最
近
の
森
林
・
林

業
を
め
ぐ
る
情
勢
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
続
い

て
関
東
局
か
ら
森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
等
の

重
点
取
組
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

市
町
村
長
の
皆
様
か
ら
は
、

・
造
林
補
助
事
業
の
要
件
緩
和
を
お
願
い
し
た

い
。

・
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
に
あ
た
っ
て

は
、
使
途
や
県
の
独
自
課
税
と
の
調
整
に
つ
い

て
、
柔
軟
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

・
林
業
の
担
い
手
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
、
省

力
化
に
向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
期
待
す
る
。

・
「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」
や
除
染
等
の

継
続
実
施
を
お
願
い
し
た
い
。

・
シ
カ
対
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
捕
獲
し

た
シ
カ
を
ジ
ビ
エ
等
で
活
用
す
る
取
組
へ
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

・
国
有
林
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
た
い
の

で
、
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

と
い
っ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て

は
、
林
野
庁
及
び
関
係
森
林
管
理
署
等
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

協議会の様子

シカ侵入防止柵と防止柵内外の

植生状況を視察

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

「
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
」
を
開
催

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

関東・東北豪雨災害からの復旧

工事現場を視察
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赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

赤
谷
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
児
童
や
学
生
を
対
象

と
し
た
森
林
環
境
教
育
活
動
の
ほ
か
、
行
政
機

関
や
研
究
・
教
育
機
関
、
民
間
企
業
、
マ
ス
コ

ミ
、
海
外
か
ら
の
研
修
生
な
ど
、
各
種
団
体
の

現
地
視
察
や
現
地
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
に
、
計
11

の
団
体
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

赤
谷
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
方
に
、
ど
の
よ
う
な

ご
案
内
を
し
て
い
る
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
「
い
き
も
の
村
」
等
で
の
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要
説
明

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
心
を
持
た
れ
て
い

る
方
に
は
、
座
学
形
式
で
、
林
野
庁
、
自
然
保

護
団
体
、
地
域
協
議
会
の
３
者
が
協
力
す
る
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
に
つ
い
て
講
義
を
行

い
ま
す
。

講
義
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
地
活
動

拠
点
で
あ
る
「
い
き
も
の
村
」
や
、
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
発
信
拠
点
で
、
み
な
か
み
町
の
道
の
駅
「
た

く
み
の
里
」
に
あ
る
「
森
の
恵
み
と
学
び
の
家
」

で
行
っ
て
い
ま
す
。

２
．
植
生
試
験
地
の
紹
介

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
の
ひ
と
つ
に
、

森
林
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
、
人
工
林
の
自
然
林
へ

の
誘
導
が
あ
り
ま
す
。
自
然
林
へ
の
効
果
的
な

誘
導
方
法
を
検
証
す
る
た
め
、
人
工
林
を
小
面

積
皆
伐
し
、
自
然
林
に
移
行
し
て
い
く
状
況
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
試
験
地
を
数
カ
所
設
定
し

て
お
り
、
小
出
俣
エ
リ
ア
に
あ
る
ス
ギ
林
と
カ

ラ
マ
ツ
林
の
試
験
地
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

そ
の
近
く
に
、
赤
谷
の
森
で
増
加
し
つ
つ
あ
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
誘
引
す
る
た
め
に
鉱
塩
を
設
置

し
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
試
験
地
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
併
せ
て
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

３
．
渓
流
環
境
復
元
の
取
組
の
紹
介

茂
倉
沢
の
渓
流
に
は
、
平
成
21
年
度
に
治
山

ダ
ム
の
一
部
を
切
り
抜
い
た
施
設
に
改
修
し
、

そ
の
後
の
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
場

所
が
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
し
た
治
山
施
設
を
改

修
す
る
際
、
防
災
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
自
然

な
渓
流
の
状
態
に
近
づ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

渓
流
環
境
を
復
元
す
る
取
組
と
し
て
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

４
．
猛
禽
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
紹
介

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
赤
谷
の
森
に
生

息
す
る
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
を
森
林
の
生
物

多
様
性
の
指
標
と
し
て
、
そ
の
生
息
状
況
等
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
猛
禽
類
が
住

み
や
す
い
森
林
環
境
づ
く
り
を
す
る
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
地
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
猛
禽
類
に
配
慮
し
た
森
林

施
業
を
行
っ
て
い
る
箇
所
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。な

お
、
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
な
ど
の
生
息

情
報
は
取
扱
い
に
注
意
が
必
要
な
た
め
、
猛
禽

類
の
繁
殖
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
に
影
響
の
な

い
範
囲
で
の
現
地
案
内
と
し
て
い
ま
す
。

５
．
地
域
づ
く
り
の
取
組
の
紹
介

赤
谷
の
森
が
あ
る
み
な
か
み
町
新
治
地
区
は
、

小
学
校
等
で
使
用
さ
れ
る
音
楽
教
育
用
カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
発
祥
の
地
で
し
た
が
、
近
年
、
需
要
の

減
少
等
に
よ
り
生
産
が
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
が
、
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
を
製
造
し
て
い
た
工
房
に
働
き
か

け
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
ブ
ナ
や
サ
ク
ラ
な
ど
の

広
葉
樹
材
を
活
用
し
た
「
森
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
復
活
し
、
地
域
の
森
林
環
境
教
育
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ス
タ
ネ
ッ

ト
の
絵
付
け
体
験
が
で
き
る
「
た
く
み
の
里
」

の
「
森
の
恵
み
と
学
び
の
家
」
や
、
工
房
の
ご

都
合
が
よ
い
時
に
は
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
工
房
も
ご

案
内
し
、
地
域
づ
く
り
の
取
組
事
例
と
し
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

６
．
森
林
環
境
教
育
活
動
の
紹
介

小
出
俣
エ
リ
ア
に
は
、
渓
流
沿
い
に
あ
る
推

定
樹
齢
３
０
０
年
以
上
の
カ
ツ
ラ
の
巨
樹
や
、

数
十
年
前
ま
で
森
の
中
で
炭
焼
き
が
行
わ
れ
て

い
た
炭
焼
き
窯
の
跡
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
爪
痕

な
ど
の
野
生
動
物
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
を
観

察
で
き
る
場
所
が
あ
り
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
が
森

林
環
境
教
育
活
動
で
よ
く
利
用
す
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

赤
谷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の
方
に
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
視
察

や
現
地
研
修
等
の
受
け
入
れ
に
で
き
る
限
り
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
視
察
や

現
地
研
修
な
ど
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

渓流環境復元の取組紹介

植生試験地の紹介

赤谷プロジェクトの概要説明



下
越
森
林
管
理
署
村
上
支
署
は
、
新
潟

県
の
最
北
端
、
山
形
県
に
接
す
る
国
有
林

約
６
万
６
千
ha
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
私

が
勤
務
す
る
舘
腰
森
林
事
務
所
は
、
そ
の

約
半
分
、
三
面
川
の
上
流
域
の
約
３
万
３

千
ha
の
森
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

当
地
域
は
新
潟
県
内
で
も
林
業
の
盛
ん

な
地
域
で
あ
り
、
新
潟
県
全
体
の
約
４
割

の
素
材
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
当
地
域
に

お
い
て
も
、
戦
後
造
林
さ
れ
た
人
工
林
が

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
地
域

の
森
林
資
源
を
活
か
し
て
産
業
と
雇
用
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
25
年
、
村
上

市
、
民
間
の
林
業
事
業
体
及
び
当
支
署
の

三
者
は
、
村
上
市
笹
平
地
区
森
林
整
備
推

進
協
定
を
締
結
し
、
施
業
の
集
約
化
や
路

網
の
整
備
等
を
共
同
で
進
め
る
共
同
施
業

団
地
を
設
定
し
ま
し
た
。
民
有
林
・
国
有

林
そ
れ
ぞ
れ
の
林
業
専
用
道
を
連
結
さ
せ

て
相
互
利
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
放
置
さ
れ
て
い
た
民
有
林
の
間
伐
も
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
国
有
林
が
地
域
の
森
林
整
備
に
積
極

的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
林
業

に
関
心
の
低
か
っ
た
森
林
所
有
者
の
方
も

「
国
が
後
押
し
を
し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ

ば･
･
･

」
と
森
林
整
備
に
参
画
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
協
定
を
締
結

し
て
２
年
後
に
は
、
対
象
と
な
る
森
林
の

範
囲
を
拡
大
し
、
地
域
林
業
の
将
来
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
同
施
業
団
地
内
で
は
、
県
内
の
林
業

事
業
体
や
土
木
業
者
、
県
市
町
村
に
お
声

が
け
を
し
て
、
森
林
整
備
の
低
コ
ス
ト
化

に
向
け
た
現
地
検
討
会
や
投
資
効
果
に
配

慮
し
た
林
業
専
用
道
等
の
作
設
の
現
地
検

討
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
民
有
林
の
関
係

者
の
皆
様
方
側
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信

に
努
め
て
い
ま
す
。

管
内
に
広
が
る
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど

の
、
豊
か
な
天
然
林
は
、
磐
梯
朝
日
国
立

公
園
、
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
源
流
を

発
す
る
三
面
川
は
、
サ
ケ
が
回
帰
す
る
川

で
、
古
く
か
ら
サ
ケ
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
サ
ケ
は
初
秋
か
ら
初
冬
に
遡
上
・
産

卵
し
、
翌
春
の
雪
解
け
水
が
出
る
頃
、
孵

化
し
た
稚
魚
が
海
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

サ
ケ
が
生
ま
れ
た
川
に
間
違
わ
ず
回
帰
で

き
る
理
由
と
し
て
、
生
ま
れ
た
川
の
に
お

い
で
わ
か
る
と
い
う
「
臭
覚
回
帰
説
」
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
川
の

に
お
い
を
構
成
す
る
森
林
の
土
壌
や
植
生

も
サ
ケ
が
回
帰
す
る
要
因
の
一
つ
と
言
え

ま
す
。

村
上
支
署
は
漁
協
を
は
じ
め
関
係
団
体

と
協
力
し
、
三
面
川
が
い
つ
ま
で
も
サ
ケ

の
川
で
あ
る
よ
う
に
と
の
願
い
か
ら
、

「
山
・
川
・
海
は
ひ
と
つ
」
を
合
言
葉
に
、

栄
養
分
豊
富
な
水
を
蓄
え
る
美
し
く
豊
か

な
森
林
、
山
の
恵
み
を
守
り
育
て
後
世
に

伝
え
る
「
さ
け
の
森
林
づ
く
り
活
動
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
10
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

協
力
も
い
た
だ
い
て
ブ
ナ
の
幼
木
２
０
０

本
を
植
え
、
下
草
刈
り
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
緑
の
少
年
団
の
子
供
た
ち
に

集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
森
林
教
室
を
行
い
、

サ
ケ
が
遡
上
す
る
川
と
海
を
守
っ
て
い
く

上
で
の
森
林
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

舘
腰
地
区
は
、
自
分
が
幼
少
期
を
過
ご

し
た
思
い
出
深
い
故
郷
で
す
。
地
元
の
方

へ
の
恩
返
し
と
い
う
意
味
も
含
め
、
地
域

の
発
展
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と

日
々
の
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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戦後に植林された豊富な森林資源

（笹平共同施業団地内）

「三面川のサケの産卵」

（出典：村上市）

「さけの森林づくり活動」

朝日山地森林生態系保護地域


